
平成™˜年˜—月Ÿ日 木曜日 (第œ˜�—号付録)  月目録官 報

日

号
外

ペ
ー
ジ

四
六
〇

政
党
助
成
法
の
規
定
に
よ
る

政
党
の
支
部
の
解
散
等
に
係

る
支
部
政
党
交
付
金
の
使
途

等
に
関
す
る
支
部
報
告
書
の

提
出
が
あ
っ
た
の
で
要
旨
を

公
表
す
る
件

三
〇
210

O
L
Q

〇
中
央
選
挙
管
理
会

二
〇

平
成
二
十
一
年
八
月
三
十
日

執
行
の
衆
議
院
比
例
代
表
選

出
議
員
の
選
挙
に
お
け
る
衆

議
院
名
簿
届
出
政
党
等
に
係

る
得
票
数
、
当
選
人
の
数
並

び
に
当
選
人
の
住
所
及
び
氏

名
に
関
す
る
件

四
特18

一

二
一

平
成
二
十
一
年
八
月
三
十
日

執
行
の
最
高
裁
判
所
裁
判
官

国
民
審
査
の
審
査
結
果
の
件

四
特18

四

〇
政
治
資
金
適
正
化
委
員

会

四
一

政
治
資
金
規
正
法
の
規
定
に

基
づ
き
、
登
録
政
治
資
金
監

査
人
名
簿
に
登
録
し
た
者
を

公
告
す
る
件

二

二

四
二

〃

七

一

四
三

〃

一
四

一

四
四

〃

二
九

一

四
五

〃

三
〇

四

四
六

政
治
資
金
規
正
法
施
行
規
則

の
規
定
に
基
づ
き
、
登
録
政

治
資
金
監
査
人
証
票
を
亡
失

し
た
旨
の
書
面
の
提
出
が

あ
っ
た
の
で
、
そ
の
旨
を
公

告
す
る
件

三
〇

四

〇
消

防

庁

一
五

消
防
表
彰
規
程
の
一
部
を
改

正
す
る
件

一
四

一

一
六

加
圧
防
排
煙
設
備
の
設
置
及

び
維
持
に
関
す
る
技
術
上
の

基
準

一
五
198

二

一
七

消
防
用
設
備
等
試
験
結
果
報

告
書
の
様
式
を
定
め
る
件
の

一
部
を
改
正
す
る
件

一
五
198

四

一
八

消
防
法
施
行
規
則
の
規
定
に

基
づ
き
、
消
防
用
設
備
等
又

は
特
殊
消
防
用
設
備
等
の
種

類
及
び
点
検
内
容
に
応
じ
て

行
う
点
検
の
期
間
、
点
検
の

方
式
並
び
に
点
検
の
結
果
に

つ
い
て
の
報
告
書
の
様
式
を

定
め
る
件
の
一
部
を
改
正
す

る
件

一
五
198

六

一
九

消
防
用
設
備
等
の
点
検
の
基

準
及
び
消
防
用
設
備
等
点
検

結
果
報
告
書
に
添
付
す
る
点

検
票
の
様
式
を
定
め
る
件
の

一
部
を
改
正
す
る
件

一
五
198

六

二
〇

消
防
設
備
士
免
状
の
交
付
を

受
け
て
い
る
者
又
は
総
務
大

臣
が
認
め
る
資
格
を
有
す
る

者
が
点
検
を
行
う
こ
と
が
で

き
る
消
防
用
設
備
等
又
は
特

殊
消
防
用
設
備
等
の
種
類
を

定
め
る
件
の
一
部
を
改
正
す

る
件

一
五
198

一
〇

二
一

誘
導
灯
及
び
誘
導
標
識
の
基

準
の
一
部
を
改
正
す
る
告
示

三
〇
208

一
三

二
二

非
常
警
報
設
備
の
基
準
の
一

部
を
改
正
す
る
件

三
〇
208

一
四

〇
法

務

省

三
九
八

戸
籍
法
第
百
十
八
条
第
一
項

の
規
定
に
よ
る
指
定
に
関
す

る
件

二

二

三
九
九

戸
籍
が
滅
失
し
た
件

二

二

四
〇
〇
e

四
〇
四

裁
判
外
紛
争
解
決
手
続
の
利

用
の
促
進
に
関
す
る
法
律
第

五
条
の
規
定
に
よ
る
認
証
を

し
た
件

二

二

四
〇
五

日
本
国
に
帰
化
を
許
可
す
る

件

二

二

四
〇
六

除
籍
が
滅
失
し
た
件

三

一

四
〇
七

日
本
国
に
帰
化
を
許
可
す
る

件

三

一

四
〇
八

〃

四

五

四
〇
九

四
一
〇

外
国
弁
護
士
に
よ
る
法
律
事

務
の
取
扱
い
に
関
す
る
特
別

措
置
法
第
七
条
の
規
定
に
よ

る
承
認
を
し
た
件

七

一

四
一
一

不
動
産
登
記
規
則
第
三
十
六

条
第
一
項
第
二
号
等
の
規
定

に
基
づ
き
登
記
所
を
指
定
す

る
件

七

二

四
一
二

除
籍
の
一
部
が
滅
失
し
た
件

七

二

四
一
三

原
戸
籍
の
一
部
が
滅
失
し
た

件

八

一

四
一
四

除
籍
が
滅
失
し
た
件

八

一

四
一
五

日
本
国
に
帰
化
を
許
可
す
る

件

八

一

四
一
六

戸
籍
が
滅
失
し
た
件

九

二

四
一
七

日
本
国
に
帰
化
を
許
可
す
る

件

九

二

四
一
八

公
証
人
法
第
七
条
ノ
二
第
一

項
の
規
定
に
よ
る
指
定
の
件

一
〇

三

四
一
九

配
偶
者
か
ら
の
暴
力
の
防
止

及
び
被
害
者
の
保
護
に
関
す

る
法
律
第
二
十
条
の
規
定
に

よ
る
指
定
の
件
の
一
部
を
改

正
す
る
件

一
〇

三

四
二
〇

除
籍
が
滅
失
し
た
件

一
〇

三

四
二
一

日
本
国
に
帰
化
を
許
可
す
る

件

一
〇

三

四
二
二

除
籍
の
一
部
が
滅
失
し
た
件

一
一

六

四
二
三

〃

一
四

二

四
二
四

裁
判
外
紛
争
解
決
手
続
の
利

用
の
促
進
に
関
す
る
法
律
第

五
条
の
規
定
に
よ
る
認
証
を

し
た
件

一
四

二

四
二
五

日
本
国
に
帰
化
を
許
可
す
る

件

一
四

二

四
二
六

四
二
七

外
国
弁
護
士
に
よ
る
法
律
事

務
の
取
扱
い
に
関
す
る
特
別

措
置
法
第
七
条
の
規
定
に
よ

る
承
認
を
し
た
件

一
五

二

四
二
八

日
本
国
に
帰
化
を
許
可
す
る

件

一
五

二

四
二
九

四
三
〇

戸
籍
法
第
百
十
八
条
第
一
項

の
規
定
に
よ
る
指
定
に
関
す

る
件

一
六

七

四
三
一

除
籍
の
一
部
が
滅
失
し
た
件

一
六

七

四
三
二

不
動
産
登
記
規
則
第
三
十
六

条
第
一
項
第
二
号
等
の
規
定

に
基
づ
き
登
記
所
を
指
定
す

る
件

一
六

七

四
三
三

日
本
国
に
帰
化
を
許
可
す
る

件

一
七

一

四
三
四
e

四
三
七

外
国
弁
護
士
に
よ
る
法
律
事

務
の
取
扱
い
に
関
す
る
特
別

措
置
法
第
七
条
の
規
定
に
よ

る
承
認
を
し
た
件

一
八

二

四
三
八

外
国
弁
護
士
に
よ
る
法
律
事

務
の
取
扱
い
に
関
す
る
特
別

措
置
法
第
十
六
条
第
一
項
の

規
定
に
基
づ
き
特
定
外
国
法

を
指
定
し
た
件

一
八

二

四
三
九

外
国
弁
護
士
に
よ
る
法
律
事

務
の
取
扱
い
に
関
す
る
特
別

措
置
法
第
七
条
の
規
定
に
よ

る
承
認
を
し
た
件

一
八

二

四
四
〇

日
本
国
に
帰
化
を
許
可
す
る

件

一
八

二

四
四
一

原
戸
籍
が
滅
失
し
た
件

二
四

四

四
四
二

除
籍
が
滅
失
し
た
件

二
四

四

›
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